

































































































































































































































































































































































































































































































































































































大学連盟主催の研修事業のひとつである「創発思考プログラム」（2009 ～ 2013 年）の講師として、大学
における「成長」と「発展」との違いについて説明され、筆者はそれを聴講して、参考にしている。
２）カリキュラム改革への職員の参画や、マッピングシートの活用に関しては、日本私立看護系大学協会
主催の講演会（2013 年 3 月 17 日、東京（飯田橋レインボービル・家の光会館））「学士教育の一貫性と
それを実効するための管理者および教員の役割」で、名城大学・池田輝政氏が講演されている。筆者は
直接聴講していないが、2013 年 11 月 15 日に西部地区金曜会講演「今日求められる教学改革の方向性と
職員の役割」（講師：池田輝政氏）でその内容を紹介されたものを聴講し、参考にしている。氏はカリ
キュラム改革が、大学改革の中心であることを説き、そこでの職員の役割の重要性を強調している。同






年 8 月号）に詳しい説明がある。また、2013 年 11 月 16 日に開催された日本私立大学連盟主催「私立大
学フォーラム」（京都産業大学壬生校地「むすびわざ館」）では、「多様化する時代を乗りきるための私
立大学から提案」とする「意見発表」のなかで、田中氏が「4学期制（Quarter制）を活用するグロー
バル教育の推進―早稲田大学の 4学期制と Global Education Centerの事例―」において報告されており、
筆者はこれを聴講して参考とした。
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